
授業科目名 担当講師名 対象学年 

老年看護学概論 脇田 真由美 １年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義・演習 １（３０） １年生教室 後期 不定期 不定期 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 
高齢社会の統計的輪郭・高齢者の健康状態 介護保険 地域包括ケア 

高齢社会における権利擁護 

到達目標 

老年期にある対象の特性を理解し看護の役割、機能について学習する。 

わが国の高齢化問題を理解し、高齢者の家族、地域、医療福祉機関に及ぼ

す影響や高齢者を取り巻く環境の変革について考察する。 

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 高齢者の発達課題、高齢社会の統計的輪郭 フレイル  

２ 
高齢者を知る 高齢者の生活史を理解する（ライフインタビューまとめ） 

高齢者の発達課題  

３ 
高齢者を知る 高齢者の生活史を理解する 

（ライフインタビューまとめ発表） 

４ 高齢者社会における保健医療福祉制度の変遷   

５ 介護保険の概要と介護予防  

６ 地域支援事業 地域包括ケアシステム 身近な地域での高齢者施策 

７ 

８ 

高齢者模擬体験（高齢者体験セット）          【実習室】 

高齢者模擬体験の振り返り（GW）           【教室】 

９ 高齢社会における権利擁護 高齢者虐待 

１０ 高齢社会における権利擁護 身体拘束 

１１ 高齢社会における権利擁護成年後見制度・日常生活支援事業 

１２ 高齢者の自宅の環境を整える（GW） 

１３ 「独居・高齢の患者の在宅看護」状況設定問題 （GW） 

１４ 老年看護の定義・特徴・役割・ICF・レスパイトケア 

１５ 振り返り/終講試験 

履修上の要件 
心理学（成長発達課題）・解剖生理学（循環、内分泌、腎泌尿器、感覚、

運動、消化器）を履修していることが望ましい。 

テキスト、教材、 

参考書 

系統看護学講座 専門Ⅱ 老年看護学 医学書院 

新系統看護学全書 老年看護学概論・老年保健 メヂカルフレンド社 

老年体験セット（おいたろう）/ PC、プロジェクター                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


